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ど集まってこの活動を続けています。私はその
活動のきっかけとなった、たった一つの授業を
行っただけの存在にすぎません。全てが子ども
たちの中から生まれた活動です。私は４年間、
学校は変わりましたが、子どもたちの側にいて
学ばせていただいただけだと思っています。人
間の素晴らしさ、教育の素晴らしさ、それを私
は子どもたちから教えてもらいました。この論
文は、そのことをまとめただけであります。
　ですから、この賞は私がもらった賞ではない
と思っています。今日は先ほどもご紹介いただ
きました生徒の一人、山下脩

しゅう

君が来ております
ので、生徒を代表しまして、この場をお借りし
御礼を申し上げる時間をいただきたいと思いま
す。
　　� 　　
山下　先ほど先生がおっしゃったとおり、私た
ちはこれまで「1000年後の命を守る」を合言葉
に三つの対策案を考え、高校生になった今でも
この活動を続けています。日本中、世界中の方々
からのご支援のおかげで、一昨年、第一基目の
命の石碑を建立することができました。今では
女川町に６基の石碑が建立しています。
　その石碑が建立されていくとともに、私たち
は新たな目標を達成しようと努力しています。
その活動は「命の教科書」作りです。1000年後
の命を守るためには、まず身近な命を守る。そ
のためには、小学校の時から自然災害について
学んでおくことが必要だと私たちは考えていま
す。日本中、世界中の命を守るために、この「命
の教科書」作りをこれからも続けていきたいと
思います。
　最後に改めてこれまでのご支援に感謝すると
ともに、私たち一人一人がよりよい未来のため
に少しでも貢献していくことを誓いながら、私
の言葉とさせていただきます。
　ありがとうございました。
　　� 　　

　子どもたちは今1000年後の命を守るためより
よいふるさとづくりに積極的に貢献しようとし
ています。また、今山下君がお話したとおり、
自分たちがいただいた日本中、世界中の人々か
らのご支援に対する恩返しの一つの表れとして
自分たちが体験した津波から、津波でのつらく
悲しい出来事を「命の教科書」という形でまと
め、それを日本中、そしてアジアの人々に届け
たいという活動を行っています。
　全てが子どもたちから生み出された取り組み
により、私たち大人が生きる希望、生きる力を
与えてもらっています。子どもたちが1000年後
の命さえも守ろうと必死になって取り組んでい
ます。こうした取り組みを東京書籍様をはじめ、
多くの方々に認めていただき、このような輝か
しい賞を受賞することができたことを本当に感
謝しています。
　これまでご支援をいただいた日本中、そして
世界各国の方々に心から感謝申し上げるととも
に、今後とも子どもたちの活動をお支えいただ
けますようお願い申し上げ、感謝の言葉に代え
たいと思います。
　本日は、本当にありがとうございました。　
　


